
地方独立行政法人静岡市立静岡病院 第４期中期目標（案）
に関する意見を募集します。

期間:2026年９月５日～10月５日

静岡病院ってどんな病院？

地域の基幹病院として、市民の健康と生命を守り、「高度医療・専門医療」「救急医療」
「感染症医療」「災害時医療」などの政策医療を担っている市立病院です。
2016年度に地方独立行政法人となり、

「開かれた病院として、市民に温かく、質の高い医療を提供し、福祉の増進を図ります」
という基本理念のもと、病院運営を行っています。

中期目標って何？

静岡病院は、静岡市が設立した「地方独立行政法人」によって運営されています。地方独立
行政法人は、市とは別の法人格を持ち、より効果的・効率的な行政サービスを提供するための
制度です。
地方独立行政法人による事業の実施は、法人の自立性や自主性に委ねる一方で、設立団体で

ある静岡市は、市民に対して提供するサービスの向上や業務運営の効率化等に関する「中期目
標」を定め、法人に対してこの内容の実施を指示することとなっています。
2027年度以降の静岡病院における業務運営の方向性を定める「第４期中期目標」について、

皆様からのご意見をお待ちしています。

みなさんのご意見をお聞かせください。

静岡市 静岡病院

中期目標

指示

⇒ 地方独立行政法人制度は、目標による管理と適正な実績評価の下、業績主義に基づ
く人事管理と財務運営の弾力化を図ることにより、自律的かつ機動的な病院運営を可
能とするものです。
そのためには、病院を取り巻く環境や経営の実態を踏まえた適切な中期目標を設定

する必要があります。

循環器医療などが強み

大規模災害時の医療拠点

静岡県内で唯一の
第一種感染症指定医療機関

断らない救急医療

中期目標の内容を踏まえ、
法人の裁量で迅速な意思決定
を行い、自立的・効率的な
経営とサービス向上を実現



静岡病院が担っている役割は何？

図１ 市内高度急性期病床の割合

（2024年度病床機能報告）

地域医療を取り巻く環境は、どのように変化しているの？

静岡病院は、救急搬送への即応、重症患者への集中的な治療など、診療密度が特
に高い医療機能を必要とする高度急性期医療を安定的に提供する医療機関として、
地域の中核的な役割を担っています。

2024年度の病床機能報告の結果（図１）によると、静岡市内の病院が有する高度
急性期病床のうち、４分の１を静岡病院が占めており、高度急性期医療の提供の
ため不可欠な医療機関であることが分かります。

一類感染症患者の入院医療を担当できる基準に合致する病床を有する「第一種感
染症指定医療機関」に県内で唯一指定されています。

図２ 医療需要予測指数の推移
（日本医師会、地域医療情報システム）

図３ 静岡市の対2025年人口増減比
（静岡市調べ）

日本医師会が示す医療需要予測では、2030年までは静岡市の医療需要は減少しな
いことが見込まれます（図２）。その背景として、静岡市の総人口は減少する一
方で、高齢者人口（特に85歳以上）は増加することが挙げられます（図３）。

患者サービスの向上や業務運営の効率化等に資する技術が新たに創出・実装され
る一方で、施設・設備の更新や人材の確保・育成等が必要となっています。

新たな地域医療構想の策定に伴い、地域における医療提供体制の全体的な調整が
見込まれます。また、診療報酬改定を受け、各医療機関において、担うべき役割
を踏まえた効率的な経営を実現する方策を検討し、医療提供体制の見直しに適切
に反映させていくことが求められます。

静岡市内の高度急性期病床の数：
1,398床

静岡病院の高度急性期病床の数：
349床



第３期中期目標に関する静岡病院の評価は？

第４期中期目標の主な方向性

静岡病院の現在の役割や、第４期中期目標期間におけ
る医療需要予測を踏まえ、静岡病院が担う医療を第３期
中期目標から継承し、「高度医療・専門医療等」「救急
医療」「感染症医療」「災害時医療」とする。

⇒ 第2の1(静岡病院が担うべき医療)に反映

人件費や物価上昇等の影響により、赤字決算と
なる病院が増えている状況を踏まえ、経営指標に
ついて2025年度実績値を上回る数値目標を設定し、
経常収支の黒字化に向け取り組む方針を記載する。

⇒ 第4の1(経営指標に係る数値目標の設定)に反映

保健所等から直近で指摘を受けている内容（労務管
理・施設管理）について具体的に記載し、改善を促す。

⇒ 第5の1(法令等の遵守)に反映

近年においては、ＤＸの重要性がさらに増して
いることを踏まえ、病院ＤＸ（※）の推進に関す
る内容を中項目として独立させる。

⇒ 第5の2(病院ＤⅩの推進) NEW に反映

など
※静岡病院では、第３期中期目標の期間における病院ＤＸに関する取組として、定型業務の自動化等を目的としたＲＰＡの推進や、
文書管理システムの導入、運営会議資料の電子ファイル化等による文書管理業務の効率化等を進めた。

第３期評価（見込）

総合評価

第１　中期目標の期間 ー

ー

１　地域における役割・機能と担うべき医療 ー

（１）静岡病院が担う役割・機能 Ａ

（２）静岡病院が担うべき医療（高度医療・専門医療等、救急医療、感染症医療、災害時医療） Ａ

２　患者の視点に立った信頼される医療の提供 ー

（１）患者中心の医療の推進 Ａ

（２）医療安全対策 Ｓ

（３）患者サービスの向上 Ａ

３　医療従事者の確保と働き方改革 ー

（１）医療従事者の確保 Ａ

（２）医療従事者の働きやすい環境づくり Ａ

４　地域との連携 ー

（１）地域の医療機関との連携 Ａ

（２）市や関係機関等との連携 Ａ

（３）市民への情報提供 Ａ

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項 ー

１　効率的な業務運営等 Ａ

２　教育研修の充実 Ｓ

３　職員の勤務意欲の向上 Ａ

４　事務部門の強化 Ａ

第４　財務内容の改善に関する事項 ー

１　経営指標に係る数値目標の設定 Ａ

２　収入の確保及び費用の節減 Ａ

第５　その他業務運営に関する重要事項 ー

１　法令等の遵守 Ｂ

２　施設・医療機器等の更新 Ａ

※Ｓ：当該法人の業績向上努力により、中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を上回る成果が得られていると認められる。
　Ａ：中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標をおおむね達成していると認められる。
　Ｂ：中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を下回っており、必要に応じて、改善を求める。

　Ｃ：中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を大幅に下回っている、又は業務の廃止を含めた抜本的な改善を要する。

項目名

第２　市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

　全体として、中期目標期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標をおおむね達成していると
認められる。



第４期中期目標案の構成

中期目標において市が静岡病院に求める内容

市の医療政策を支える基幹病院として、地域医療への貢献と経営の安定という
両立の難しい課題に引き続き真摯に取り組み、市民に対して安全で質の高い医療
を将来にわたり提供していく。

第１ 中期目標の期間

2027年４月１日から2031年３月31日までの４年間

４つの柱
（第３期中期目標から承継）

第２ 市民に対して提供するサービス
その他の業務の質の向上に関する事項

１ 静岡病院が担うべき医療
２ 患者の視点に立った信頼される医療の

提供
３ 医療従事者の確保と働き方改革
４ 地域との連携

第３ 業務運営の改善及び効率化に関
する事項

１ 効率的な業務運営等
２ 教育研修の充実
３ 職員の勤務意欲の向上
４ 事務部門の強化

第４ 財務内容の改善に関する事項

１ 経営指標に係る数値目標の設定
２ 収入の確保及び費用の節減

第５その他業務運営に関する重要事項

１ 法令等の遵守
２ 病院ＤⅩの推進 NEW
３ 施設・医療機器等の更新

暮らしへの影響

救急・感染症・災害時医療など、必要なときに必要な医療を受けられる状態が
維持されることで、安心して暮らすことができる。

詳細は別紙「地方独立行政法人静岡市立静岡病院第４期中期目標（案）」に記載のとおりです。
これからの静岡病院が進む方向性について、是非あなたのご意見をお寄せください。

静岡市役所 保健福祉長寿局 保健衛生医療部 保健衛生医療課（静岡庁舎新館14階）
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